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1)活動実績

本プロジェクトは、萌芽プロジェクトであり、研究計画がはっきりしないものの予備

調査をして今後へつなげていくことを模索するものであった。申請時に3つの項目を

立ててはいたが、申請予算も違っており、どのように計画すれば、意味のあるものに

できるのか、目途を立てるのにしばらく時間がかかった。また、本来は、日本企業の

国際化の現状把握を担当するはずの教員が辞職することになり、プロジェクトを遂行

する教員の入れ替えがあった。(しかし、ケース開発ということに焦点を当てると、間

口が広がり協力する教員がでてきた。)結局、思考3昔誤を重ねるうちに、以下に到達し

た

①いずれの分野にしても、まず事例研究から始めるのが、現実的である

②日本で言う「ケース」と、欧米のTe釦h血gcaseの間には大きな差があり、高度

国際人材養成ということを考えると、DBS内(日本語、英語の畑A)での交流を深め関

連分野のケースを蓄積していくことが肝要である。

そこで、当初の分野を念亙頁に置きつつ、以下の活動を行った

① DBS 教員を対象としたケースティーチングおよびケースライティングに関するセ

ミナーの企画、実施

②実際のケース作成

③その中から、学術論文の作成(国際会議での発表)

2)プロジェクトから得られた成果

本プロジェクトから得られた成果は、以下の3点である

1 事例収集

2 ティーチングケースに関するセミナーを2回続けて実施したことにより、ケース

作成に関する意識が高まった。

③実際のケースが作成された。一音併よ、作成途中のケースであり、進行状況は色々

であるが、実際に教室で使うとともに、事例研究を深めて、学徒藷兪文レベルに深める

可能性のあるケースも作成されている

なお、副産物として、 DBSのネ且織の中で、以下のことが生じている。

① DBS内では、以前から下火になっていたケース開発に、勢いがっいた。

2日本語ⅧA教員とグローバル悃A教員との間で、協力して取り組める課題であっ

.
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たので、交流がすすんだ。(今まで、あまり教員同志が教えあったり、ケース開発につ

いて協力するということがなかった。)

DBSのプロジェクトとして、旧英対訳のケースブック」のようなものが作れない

かというようなアイデアが出てきた。これは、 2014年度の目標としたい

3)成果物(出版物、研究発表、講演など)

【ケース開発に関する活動】

ケース閉発に関して、FD委員の藤原先生と相談し、 2回にわたって、DBSの教員全員

を対象としたセミナーを企画し行った

1 一回目は、 Timothy crai三客員教授による Teeching case の作り方についてであ

り、英語と日本語を交えて、教員が様々な議論を行った(そのときの資料を添付して

いる)

2 二回目は、稲葉エツ氏(日本ケースセンター)によるケースの利用法およびイ乍製

法に関する講演であった。(そのときの日本貿易研虜センター

【ケースの作成】

以下のケースを作成した。(作成途中のものもある。)

日本企のハヒと工の深いケース

無印良品の世界戦略(イ反題)咏冨・近藤)

本ケースは、教室での言帽兪用のものであるが、本ケースにもとづいた事例研究をお

こない、 2013年夏には国際学会での発表が決まっている

国のPCB市場について(イ反題)(鄭・近藤)

アップル修原)

ミニケースシリーズ鰹原)

.

住友化学蚊帳CSRと製品開発

GE人エダイヤモンド事業撤退の理由

コカコーラブランドはいかにして生まれるか?

HONDA スーハーカブなぜ50年の製品寿命があるのか?

照東海新幹線N700 の経営戦略

アステラス(タナカ)

ファーストリテイリング

ヤクルト(アギレ)

ポ、、プカノレチーとビジ、ス

ホップカルチャーとビジネスを担当しているクレイグのもとでは以下のケース作成が

進行中であるクレイグは、 2014年度に2年目に入るので、授業での使用をめざ

している

ポケモン"pokemon: sustai11i11gthe BUS血ess success ofaJapa11ese pop

(タナカ)

Culturelcod'(西山・クレイグ)

Describesthe'secNtゞofpokemolfsbuS血esssU卯ess,血dudi11号Product

Conceptandmedia marketin晉mix, a11dchaⅡengesstudentstode6rthe



.

'productlife cycle'andkeep thatsuC舵Ss g0血g.

アニメニユース"A11ime New'S Network: B11ildin曾a sustai11able BUS血esS 血

aNicheM献keビ'(クレイグ)

PresentS力hechaⅡen宮eS企.C血晉an'otakd・仏Cused血ternetbuS加essheavily

dependentonadvertiS血牙revenue asthe externalenvir011ment,

血dudin牙the populah可ofJapanese a11血le, evolves.

. ビデオ.コンヒューターゲーム"NoteonvideoandcomputerGames(2012)
(Banjar ・クレイグ)"

Desclibesthe state ofthe 套10balvide0号ame 血dustryin2012,with

Particular加Cuson howsmartphones andtablets, socialnetworks, and

newbusiness modelsaN changin留the natureofcompeution andoptions

仏r 套alne developers.

玉1上乞:ニ'ご"Q'Games: competin宮as anlndependentin a Giant'donli11ated

VideoGamelndustw"(クレイグ)

Q'Gamesisa succesS6.11Kyoto、basedvideo game pNducer.1have

developedconnections W北hthecompanyatldtheywouldprobably

α)operate should lapprogchthem aboutw'riti11客 a case.1twouldbe about

the 血dependentvideo game developerS舵ne 血Japan, how Q'Gameshas

Succeededwiththeir"1)ixelJU11k" series, and more 晉enera11y about

Cba11en目es andopport山litieS 伽r註ldependentdeveloP田,sin an血dust13!

traditionaⅡydom血atedbysony, N血tendo,ek.

AKB48 "AKB48:ReaC11i11宮forworldwidesuccess"(クレイグ)

DesclibestheA1ζB48Phenomenon 血dudi11套the productconcept,

revenue model, andprodU鴨rYasuS11iAkimoto's approach t0血novauon

andbuS血essdevelopment.Nsoraisesthe issue ofcultural

tranS企rability: can theAKB modelaC11ieve simⅡal,successiτ10ther

i、sian coU11tries and/or the 、入rest? 1fso, how?

能:"Japanese Noh Dralna: n'aditionalArtshlaModernw'orld"(クレイグ)

111is isjust anidea att11is sta巷e,1twouldbe aboutlくawamura・sensei'S

ProfessionandNohtheatre, and the cha11en套esofkeeP血gNoh(and

Othertraditionalarts) alive andprosperousma worldwhere their

Popularity hasdecli11edandtheyaN i11dangerofbe卯mm客Cultural

relics that have losttheir relevance and vibra11Cy

スラムダックミリオネア"slumd0牙入Ⅱ1Ⅱonaire: T11e Book,theMovie, and

In也Ⅱectualproperwl(i牙htゞ'(カネグスケ・クレイグ)

T11iscase is about血te11ectualproperW瓢今htS 帥d li鴨nS血g.1tstarsvikas

.
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SW紅UP,the authorofthe book onW11ichthe 11it move "slulnd0牙

<li1Ⅱonaire"wasbased, and revolveS献OU11dthe decisionhe haS力omake

Ona secondbookNgardirlganoption 島rU11iversal(VS.ωWltryor

re目ional)亘目hts

初音ミク:'气rlrtua11dolHatsU11e 入質ku: user11movationmJapalf'(クレイ

グ. zhan牙. SU宮ai. Aroean ・ 11an)

SappoN'based C157Pton FutuN Media, usitlgYamaha'S'vocaloid'(vocal+

Android)teclm010套y, has an une)甲ected11iton its handsin viltualid01

S血gerHatsune NⅡ.ku. ThequestionishoW入Ⅱku matches up with

Cwptoli'score sM11Sandhow to maxinli記 herpotentialas a revenue

ProduceY

本ケースは、学件謂兪文の作成も視野に入れている

.
Shan客haf'(1iP血牙・クレイグ)

AC1血lese entreprene11rwith stron容6.11ancialbackirlghas a new con鴨Pt

仏rachahlofESLcafesmshanghai. wiⅡitwork?

③国際学会での発表(予定)

Kondo, M. and Nagatomi, M. Dualparadoxes ofMUJI Brand Japan vs. cosmop01忙an and

"NO・brarld" crhe 8th Annual Liverpool symposiurn on current Developments in

Ethnographic Research in the socialand Management sciences) August,2014

上海の英語力フェ"51Kuban:ANewMode1血rEnglishlY毎11in套Cafesm

.

4)申請書に記述された内容と成果の比較(達成度についての自己評価)

本プロジェクトのタイトノレにもあるように、申請書を出した段階では、今後の調査

の可能性を探るための萌芽研究の位置づけをしていた。調査に関しては、事例研究を

集めていくことになった。それと同時に、高度国際人養成を目標として考えると、

ケース開発に関する研究科内の組織力のアップに視点が移って行った。現在進行形の

ものも含め、多くの事例研究が進んでいる。

あくまでも萌芽研究ということで進めてきたプロジェクトであり、軌道修正は想定

内のものであったことを考慮すると、 80%の成果が達成されたのではないかと考え

る

また、グローバノレN旧A コースは2014年に専攻となり、 DBS は、日本語およひ奘

語の2専攻となる。このような組織的展開を考えると、ケース開発を通じて得られた

協力体制、とくに、田英対訳ケースブック」等の取り組みを通じて、グローバノレ人材

を養成していく道筋が見えてきたことは、DBS が真に国際競争力、国内競争力をっけ

る上で、意味深い0

あえて「萌芽研究」とうたっていたプロジェクトに、ご支援を頂き、模索の時間も

含めてじっくりと組織内での協力機運を熟成でき、オムロン基金に胡憶を表する


